
事業評価票（情報システム関係予算）　

29 業務サポートシステム（収用委員会事務局審理課） 運 用 開 始 平成 13 年度

システム概要
・本システムは、収用事務手続き全般の補助を行う業務システムである。
・収用事件のデータベース機能、書類作成の補助機能、郵送の補助機能、進捗状況の確認機能を
　有する。

課題・問題点

・本システムは、旧ＯＳ環境下での動作を想定し作成されている。
・そのため、ＯＳのアップグレード時、サーバ更新時、庁内ネットワーク設定更新時にそれぞれ
　動作障害が発生しており、その都度職員対応による修正業務を行ってきたが、根本的な解決に
　は至らず、動作障害が不定期に発生している。

見 積 概 要
（局評価）

・新ＯＳ環境等への再構築を行うことで、動作障害の発生を防ぎ、プログラムの処理速度を向上
　させるとともに、データの安全性の向上を図る。

【平成28年度見積事項】システム設計・開発費、機器経費、データ移行費

28年度見積額 27年度予算額 26年度決算額

行政改革推進部
評　　　価

・システム設計・開発に係る経費については、業務改善の面か
　ら必要性が認められるとともに、システム規模を精査して積
　算されており、妥当である。
・機器経費については、実績に基づき積算されており、妥当で
　ある。
・その他の経費についても、作業内容を踏まえ積算されてお
　り、妥当である。

妥当 見直し

財 務 局 評 価 ・上記評価に同じ。

妥当 見直し

見送り その他

28年度予算額

システム概要
・都内開票区（区市町村選挙管理委員会）の投票・開票データを東京都選挙管理委員会（東京都
　庁）へ収集し、集計状況を報道機関、一般都民、総務省（国政選挙の場合）へ速報で提供する
　システムである。

年度30 投開票速報システム（選挙管理委員会事務局総務課） 運 用 開 始 平成 19

28年度所要額

妥当 見直し

見送り

行政改革推進部
評　　　価

・運用経費については、実績に基づき積算されており、妥当で
　ある。
・機器更新に伴うシステム改修経費については、作業内容を踏
　まえ積算されており、妥当である。
・新規機器賃借経費については、平成28年度借入期間の見直し
　を要する。

妥当 見直し 見送り

財 務 局 評 価 ・上記評価に同じ。 その他

課題・問題点
・システム機器のリース期間終了に伴い、機器更新及びソフトウェア更新対応を行う必要があ
　る。
・現行システムのチェック機能や画面構成は、人為的ミスを防ぐため改善が望まれる。

見 積 概 要
（局評価）

・平成29年度以降に執行される選挙の投開票速報実施のため、新たに機器の借入、ソフトウェ
  アの調達を行う。
・システムが機器及びソフトウェアに適合して正常に機能するための改修と、これまでの選挙
  において課題となった人為的ミスを防ぐためシステム改善を行う。

【平成28年度見積事項】運用経費、機器更新に伴うシステム改修経費等

28年度見積額 27年度予算額 26年度決算額

0 百万円

88 百万円 7 百万円 24 百万円

13

見送り

28年度所要額

28年度予算額

13 百万円 0 百万円

百万円

87 百万円

87 百万円

13 百万円
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